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　　　　　　　　ま　え　が　き

　この調査研究はいわゆる低平農地の内水災害発生機構

とその対策を実態的に把握解明するために行なわれてい

るものである．昭和39年度に調査地区も島根県宍道湖畔

斐伊川右岸地区に設定し，以来，諸水文資料の収集とそ

の解析を続けている．その後，若干の成果をえたので報

告する．

　　　　　　　I　従来の研究経過

　低平農地としての水田地帯における流出現象は，その

過程が降雨一田面貯留（ならびに地下浸透）一畦畔欠口

越流一支線排水路一幹線排水路一排水機場ときわめて複

雑である．従来から流出解析の有用な手段として用いら

れてきた方法に単位図法があるが，低平水田地帯での適

用可能性については確たる論証が行なわれていない．元

釆，流出現象は一連の遇程において非線型性を有し，そ

れを考慮した流出解析法として特性曲線法が理論づけら

れている．しかし，特性曲線法を適用する際に不確定要

素としての等価粗度係数の推定，地区の分割と模式化，

計算の煩雑さなど実用面での問題が残されている．これ

に対して，流出現象を線型近似として取扱い計算の簡略

化を図っている単位図法は，大胆な仮定に基づいている

とはいえ実際適用面での有用性はいまだ見逃しがたい．

本調査研究でも，これまで主として低平水田地帯での単

位図の適合性について考察を進めてきた．元来，わが国

の申小河川では出水制御能力の変化により単位図が異な

ってくることが指摘されているが，第1，2報で報告し

たように雨量別分級降雨に対する単位図の抽出を試みた

結果，普遍的な単位図は存在せず，明らかに降雨条件に

影響される単位図の変型が認められた．

　　　　　　　皿　単位図の抽出

　解析に供した代表的な降雨として表一／のものを採用

した．単位図抽出はC0LLINsの試算による流量配分

図法にもとづき，雨量損失は一定量損失雨量法によるも

のである．単位図抽出の1例として，昭和41年6月20日

の降雨（31．5剛　について求めた一連の図を示す（図一

1～図一4）．他降雨についても同様にしてA，B，C3

種の分級別単位図をえた．A，Bについては時間単位の

変換を行ない，これに対する単位図としてA！，B！を

えた．第2報で示した単位図は一定比損失雨量法による

ものであるが，小降雨に対する単位図は比較的よく類似

している．本報では今回えた単位図によって解析を行な

った．

　　　　　　表一1　単位図抽出降雨一覧

降雨量分級

　50吻励以下

50〃〃～100吻励

100鰍以上

降雨年月日

S．41．6．20

S．41．9．9

S．40．7．／7

降　雨　量

31．5舳

60．5刎肋

154．5㎜

単位図記号

A．A！

B．B1
　C

蝸
遺

（舳）

※　農業工学教室

　4681012141618202224
　　　　　　　　　1時暇1（hr）

図一1　有効雨量の分離
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　　　O．3

　　O．2
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　　　○
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r

菊則流出量

言十算流出量

有効雨量（剛
直接流出量（肋3／s）

計算流出量（肋3／s）

68101214⑤／20

3．5

，043

．013

4．3

，147

．171

16　　18　　20　　22　　24　　2

　　　　　　　　　け21

4　　6　　8　　10　　ユ2　　ユ4　　16

2．3　2．2

，311　　，340　　，360　　，360　　，340　　，289　　，216　　，170　　，133　　．107　　，088　　，047

，310　，341　，390　，363　，349　　，295　，225　　，179　　，133　　，113　，086　　，058

　図一3　有効降雨，直接流出ハイドログラフ

皿　単位図の適含性

　抽出単位図を適用する降雨の一覧は表一2に示す．そ

れら降雨の単位図適用による流出曲線は図一7～図一11に

よって示される．

　　　　　　　1V　結果および考察

　前第1，2報の結果も含めてつぎのことがいえる．

（1）本研究のモデル地区網場川流域での単位図は降雨条

件の変化に対応して明らかに変型が認められる．すなわ

　　　　　　　計
　　　　　　　12．3
，039　　，029　　．016　　　　3，035

，035　　，013　　．006　　　3．080

ち，降雨量の増大とともに田面小排水路の貯留効果が発

現すると考えられ，単位図のピークが扁平化する傾向が

認められる．

（2）降雨量がほぼ100榊を境界値として，単位図の変型

が支配的である．

（3）100棚以下の降雨からえた抽出単位図は，同程度の

他降雨にかなりの適用性が認められ，とくに50榊以下の

小降雨に対する適合精度は高い．これに反し，／00刎刎以

上の分級単位図は見掛け上では適用精度が劣る．

（4）降雨量の大なる分級単位図の適合精度が低下するの
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表一21単位図適用降雨一覧
降雨量分級1降雨隼月日1総降雨量 有効雨量1適用単位図

50棚以下
S．39．11．1～2S．41．6．15～16 32．0閉45．0鰍 20．3刎刎13．3刎吻 A．B！A！．B．C

50榊～100榊 S．40．6．19～21 92．5肋吻
　　　　ヨ43．8　倣〃　　　｛　A！．B－C

／00鰍以上
S．40．9．9～11S．40．9．14～17 136．5伽272．5榊 76．9〃刎115．2榊 A！．B．CB．C
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は排水路の流通能力の限界に起因するものと推定され

る．すなわち，流出量が排水路の流通能力を超えると田

面への逆流および湛水が開始されるので実測のハイドロ

グラフの値より実際に流出すべき水量ははるかに大であ

ると考えられる．換言すれば，大降雨に対する単位図の

適合精度が低いことは見掛け上の流量と比較している結

果であっ亡，排水路の流通能力が低い証左ともいえる．

　本地区のような低平水田地帯では区割整理が完了して

いる場合，単位図が降雨条件によって異るとはいえその

適合性は高いと考えられる．いま，排水路の改修により

流路の水理量に変更をきたす場合，それに対応できる単

位図の修正とその適合性の裏づけが可能であるならば，

今後適用面での単位図の有用性は再評価されるであろ

う．本研究も今後の資料収集とその解析を進めるととも

に，この面での調査研究に重点を置きたい．
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　　　　　　　　あ　と　が　き

　幸い，偶然にも最近本地区での網場川の改修計画が県

当局によって具体化され，近く実施される予定である

が，排水改良前後の調査資料と調査成果の比較検討によ

って，所期の目的が達せられることを期して，今後の調

査研究を進めたい．本調査を行なうに際し協力をえた地

元関係各位に謝意を表する．
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Summary

　Th1s　paper　presents　the　resu1ts　of　the　1nvest1gat1ons　on　severa1runoff　character1st1cs

of　the1ow1y1ng　d1str1ct　near　Lake　Shm］1，Sh1mane　Prefecture　Usua11y　the　un1t　hydro－

graph　method．based　on　severa1assumpt1on1s　yet　an　exce11ent　mean　for　ana1ys1s　of　the

工unoff1n　sp1te　of　1ts　def1c1ency　for　cons1（1erat1on　that　runoff　process　1s　essent1a11y

non－1mear　phenomena　The　authors　have　tr1ed　to　app1y　the　un1t　hydrograph　method．

to　the　case　of　th1s1ow1ymg　pad一（1y　f1e1d　w1th　c1ass1f1cat1on　of　the　un1t　hyd．rograph

correspondmg　to∀ar1at1on　of　ramfa11amount，be1ow50mm，50mm～100mm　abo▽e
100mm　and　got　to　the　fo11owmg　conc1us1on　that

　The　c1ass1f1ed　un1t　hydrographs　on　the　basm　concemed　are　to　a　certam　extent　apP11－

cab1e　to　calcu1at1on　of　the　runoff　ana1ys1s　for　ra1nfa11corresponded。，espec1a11y1n　sma11

ra1nfa11th1s　tend．ency1s　ev1d．ent　If1t1s　poss1b1e　to　presume　how　the　umt　hydrograph

ava11ab1e　at　present　transform　accordmg　to　change　of　the　f1ow　cond1t1on　by　cama1

1mproyement，the　un1t　hydrograph　method　stays　m　pos1t1on　of　the　most　usefu1step　for

runoff　ana1ys1s


